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要       約  

スルメイカ秋季発生系群の資源量は、漁獲の影響に加えて海洋環境の変化によ

って大きく変動する。1980年代は不適な海洋環境（寒冷な環境）に加え、高い漁獲割合

によって資源が減少し、推定資源量が500千トン前後の低位水準付近で推移した。1990年代

以降は好適な環境（温暖な環境）へ変化すると共に漁獲割合の低下によって資源が増大し、

1990年代の平均資源量は1,087千トン、2000年前後には概ね1,500～2,000千トンと

なった。2004～2007年の資源量は1,000千トン前後に減少したものの、2008年以降

は概ね1,200～1,700千トンの水準（2011年は1,351千トン）にある。  

2011年も直近3年平均の漁獲係数で漁獲された場合、2011年の親魚量は617千ト

ンであり、Blimit（397千トン）を上回ると推定される。現在、1980年代の低水準

に見られた海洋環境指標の変化、および産卵場形成位置等の生態的な変化は観測

されていない。そのため、2012年も適切な漁獲管理によって現状の資源水準を維持する

ことが可能と考える。 

上記の資源状況を基に 2012 年の ABC は、現状の親魚量を維持する漁獲シナリオ

(Fmed=0.381)および現状の漁獲係数を維持するシナリオ(Fcurrent=0.184)を設定し、各漁獲

シナリオによる 2012 年の漁獲量として算定した。その結果、2012 年の ABC は、現状の

親魚量の維持 (Fmed)には 386 千トン、現状の漁獲圧 (Fcurrent)を維持した場合は 204

千トンとなった。  
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現状の漁獲圧を示す Fcurrent は直近 3 年間（2008～2010 年）の平均の F である。Fmed

は、1990～2011 年の再生産成功率 (RPS)の中央値に基づいて算定。将来漁獲量並びに

評価値は、1990 年以降の RPS を無作為抽出するシミュレーション（1000 回試行）により算

出した。将来漁獲量の範囲は 80％区間を示す。表中の現状親魚量は 2011 年の親魚量

（617 千トン）、将来漁獲量の 5 年後は 2016 年、5 年平均は 2012～2016 年の平均値であ

る。我が国 EEZ 内の漁獲量は、2006～2010 年の全漁獲量に対する我が国 EEZ における

漁獲量の平均割合 (0.414)から算出。 

年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F値 漁獲割合

2009 1,485 192 0.192 12.9%

2010 1,188 160 0.200 13.4%

2011 1,351

指 標 値

Bban 未設定

Blimit 親魚量 397千トン

2011 親魚量 617千トン

設定理由

高い再生産成功率があった
ときに高い加入量が期待で
きる親魚量

 

水準：高位  動向：横ばい 

漁獲シナリオ 
（管理規準） 

F 値 
(Fcurrent との

比較） 

漁獲 

割合

将来漁獲量 評価 

2012 年
ABC 5 年後 

5 年 

平均

現状親魚

量を維持 

（5 年後）

Blimit を

維持   

（5 年後） 

現状の漁獲圧

の維持
(Fcurrent) 

F=0.184 
(1.00 

Fcurrent) 

12.4
%

85 千トン 
～   

398 千トン

234 千

 トン
67.6% 88.0% 

204 千トン

（85 千トン）

現状の親魚量

水準の維持 
(Fmed)* 

F=0.381 
(2.07 

Fcurrent) 

23.4
%

81 千トン 
～   

674 千トン

383 千

 トン
38.6% 66.8% 

386 千トン

（160 千トン）

コメント 
・ 現状の漁獲圧は資源を悪化させる状況にないと判断される。 
・ 漁獲量は不安定に推移しており、資源量は短期的に変動すると推測される。 
・ 2012 年 ABC の（ ）内は我が国 EEZ 内の漁獲量。 
・ ABC 算定のための基本規則 1-1)-(1)を用いた。 
・ 海洋環境によって資源動向が変化する兆候（水温、産卵場の変化）が観察された

場合は、加入量予測に用いる再生産関係およびBlimit等の値を変更する必要が

ある。 
・ 平成 23 年に設定された中期的管理方針では、「高、中位にある資源が海洋環境の変化

により大幅減少に転じる可能性があることから、資源動向の把握に努めつつ、海洋環境

条件に応じた資源水準の維持を基本方向として管理を行う。資源水準の変動に際しては、
関係漁業者の経営に影響が大きくなりすぎないように配慮を行うものとする。」こととしてお

り、当方針に合致するのは＊である。 
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本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり  
データセット 基礎情報、関係調査等 

月別・海域別漁獲尾数

（系群別漁獲量） 
漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 
いか釣り漁獲成績報告書（水産庁） 
主要港水揚量（全漁連） 
北海道水産現勢（北海道） 
韓国漁獲統計量(URL：http://fs.fips.go.kr/main.jsp) 
生物情報収集調査 （北海道～長崎(14)道府県） 
平成 22 年（2010 年）外国漁船漁獲量等集計委託事業年報 韓

国漁船（水産庁） 
 

資源量指数 
・ 資源量指数 
 
 
・ 幼生分布量 
 
 
 
・ 新規加入量調査 
 
 
海洋環境 
・ 海洋観測調査 
 

 
日本海スルメイカ漁場一斉調査（水研セ、北海道～鳥取(8)道県） 
 ・いか釣り調査、6～7 月 
 
スルメイカ稚仔調査（水研セ、青森～島根(11)府県） 
 ・口径 45cm（鉛直曳き）および 80cm のリングネット、口径 70cm の

ボンゴネット（斜め曳き）、10～11 月 
 
日本海における加入量早期把握調査（水研セ、富山県、石川県） 
 ・表層トロール他、4 月 
 
CTD による対馬暖流域水温（青森～島根(6)県）、3、6、9、11 月 

自然死亡係数(M) 月当たり 0.1（漁期間 6 ヶ月で 0.6）を仮定  

漁獲努力量 いか釣り漁獲成績報告書（水産庁） 
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1. まえがき 

スルメイカは我が国で最も重要な水産資源の一つであり、平成 20 年の漁業・養殖業生

産統計年報によると我が国の海面漁業の漁獲量の 5.0%、生産額の 3.9%を占める。スルメ

イカはいか釣り、定置網、底びき網漁業等によって漁獲されるが、秋季発生系群の多くは

いか釣り漁業によって漁獲される。いか釣り漁業は、いか釣り漁業（主に旧中型いか釣り

漁船 30～185 トン）と、小型いか釣り漁業（30 トン未満漁船）に分けられる。スルメイカ

は我が国の他、韓国、中国、北朝鮮によっても漁獲され、特に韓国による秋季発生系群の

漁獲量は多く、近年では我が国を上回る漁獲量となっている。韓国以外の国に関しては資

料が少ないものの、FAO の統計では日本と韓国を除く国による漁獲量の合計値は多くても

3 万トン程度と見積もられる。 

 

2. 生態 

（1）分布・回遊  

スルメイカは日本周辺海域に広く分布し、周年にわたり再生産を行っている。

秋季から冬季に発生した群は卓越して多く、産卵時期や分布回遊の違いから主に

秋季発生系群と冬季発生系群の2系群に分けることができる（図1）。資源評価に

は資源量が多い秋季発生系群と冬季発生系群を対象としているが、資源量が少な

い春季から夏季に発生した群のうち、夏季に発生した群の分布回遊は秋季発生系

群に近く、春季に発生した群は冬季発生系群に近いことから、漁獲量および推定

資源量をそれぞれ秋季発生系群および冬季発生系群に含めて扱っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1. スルメイカの分布図（秋季発生系群（左図）と冬季発生系群（右図））  

 

スルメイカ秋季発生系群は主に日本海に分布し、夏から秋に漁獲対象となる。

冬季発生系群は主に太平洋に分布して秋以降を中心に漁獲対象となる。冬季発生

系群は資源水準が高くなると回遊範囲が拡大し (Nakata 1993)、晩秋以降、津軽海

峡や宗谷海峡を通って日本海に移入し、産卵海域へ移動することが知られている

（中村・森  1998；森・中村  2001）。  
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（2）年齢・成長  

スルメイカは単年生であり、１年

で成長・成熟し、産卵後に死亡する

と考えられている。なお、スルメイ

カの成長は発生時期や分布域及び雌

雄によって異なるが（浜部・清水 

1966；新谷 1967；木所・檜山 1996）、

秋季発生系群の平均的な成長は図 2

のとおりである。 

                                

図2. スルメイカ秋季発生系群の成長  

（3）成熟・産卵  

スルメイカの雄は孵化後7～8ヶ月から生殖腺が発達し始め、約9ヶ月で成熟する

と共に雌と交接し始める。雌は雄よりも成熟が遅く、孵化後10ヶ月以降、産卵の

直前になって急速に生殖器官を発達させ、産卵する。しかし、産卵回数が１回の

みであるか、複数回行われるかは確証が得られていない。  

産卵海域は図1に示すとおりで、秋季発生系群は主に10～12月に北陸沿岸域から

対馬海峡付近及び東シナ海で産卵し、冬季発生系群は主に1～3月に九州西岸から

東シナ海で産卵する。  

 

（4）被捕食関係  

日本海においてスルメイカは、対馬暖流域ではキュウリエソをはじめとする小

型魚類を捕食するが、沖合の亜寒帯冷水域では動物プランクトンが主要な餌料と

なる（沖山  1965）。スルメイカは大型魚類や海産ほ乳類によって捕食されるが、

日本海における被食状況は明らかでない。また、孵化後100日前後の若齢個体は共

食いによる被食も多い（木所・氏  1999）。  

 

3. 漁業の状況 

（1）漁業の概要  

漁場はスルメイカの回遊と共に移動する（図1）。スルメイカは日本海の沿岸域

では主に小型いか釣り漁船、沖合域では旧中型いか釣り漁船の漁獲対象となる。

沿岸域の漁獲物は主に生鮮で、沖合域の漁獲物は主に冷凍で水揚げされる。  

 

（2）漁獲量の推移  

スルメイカ秋季発生系群の漁獲量の推移（日本＋韓国）は表1および図3のとお

りである。1978年以前の漁獲量は系群毎に配分することが困難であるため、秋季

発生系群が大部分を占めていた日本漁船による日本海の漁獲量を参考値として示

した（図3）。我が国のスルメイカ秋季発生系群の漁獲量は1960年代後半以降、日

本海中央部で漁場が開発されると共に増加し、ピーク時の1975年には30万7千トン
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に達した。1970年代半ば以降は減少に転じ、1986年には5万4千トンに落ち込んだ。

その後、1990年代は13～15万トン程度となったが、2000年以降は再び減少傾向と

なった。2005年および2006年は10万トンを上回ったものの、2007年と2010年には6

万2千トンまで減少し、1990年代の約半分の水準となった。  

スルメイカ秋季

発生系群を対象と

した韓国の漁獲量

は1980年代までは3

万トン前後であっ

たが、1990年以降急

速に増加し、 1993

年以降は 13万トン

前後になった。1999

年以降は我が国を

上まわり、その後も

韓国の占める割合

は増加し、近年のス

ルメイカ秋季発生

系群の漁獲量に占

める韓国の比率は

約6割となった。  

全 体 で は 、 1980

年代は 15万トン前

後の水準であった

が、韓国の漁獲量の

急速な増加により

1996 年 及 び 1999 年

には 30万トンを超

え、1970年代前半の

日本海の漁獲量水

準に回復した。しか

し、近年は減少傾向

となり、2004年は22

万トン台、2007年以

降は 20万トンを下

回 る 値 と な っ た

（ 2010年は約 16万

トン）。  

 

 

日本 韓国
韓国（我が国

EEZ内）
総計

1979 172,093 17,725 189,818

1980 177,468 37,469 214,936

1981 137,370 29,962 167,332

1982 130,154 38,360 168,514

1983 135,995 25,908 161,902

1984 113,995 25,017 139,012

1985 104,906 30,548 135,454

1986 53,881 23,265 77,145

1987 137,339 43,580 180,919

1988 113,237 31,915 145,151

1989 145,139 41,767 186,906

1990 134,417 44,991 179,408

1991 128,444 65,641 194,085

1992 157,680 71,179 228,859

1993 150,624 134,771 285,395

1994 134,160 128,597 262,757

1995 126,606 125,558 252,164

1996 178,127 139,259 317,385

1997 138,812 138,714 277,525

1998 106,549 102,992 209,541

1999 138,947 170,980 309,926

2000 109,611 148,397 4,279 262,287

2001 122,491 145,736 297 268,524

2002 142,133 149,173 1,112 292,419

2003 121,056 159,934 1,141 282,130

2004 89,695 130,975 501 221,171

2005 101,654 122,657 495 224,805

2006 108,143 126,737 1,387 236,267

2007 62,426 92,892 196 155,514

2008 76,978 109,570 219 186,767

2009 76,754 114,881 214 191,849

2010 62,038 97,340 134 159,511

直近５年間の我が国EEZ内の平均漁獲比率 0.414

表１.  スルメイカ秋季発生系群の漁獲量（トン）
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表4.シミュレーションによる各漁獲シナリオによる評価結果  

漁獲シナリオ 
（管理規準） 

F 値 
（Fcurrent との

比較） 

漁獲 

割合

将来漁獲量 評価 

2012 年
ABC 5 年後 

5 年 

平均

現状親魚

量を維持 

（5 年後）

Blimit を

維持   

（5 年後） 

現状の漁獲圧

の維持
(Fcurrent) 

F=0.184 
(1.00 

Fcurrent) 

12.4
％

85 千トン 
～   

398 千トン

234 千

 トン
67.6% 88.0% 

204 千トン

（85 千トン）

上記に予防的

措置をとる  
(0.8 Fcurrent)   

F=0.147 
(0.80 

Fcurrent) 

10.1
％

72 千トン 
～   

324 千トン

194 千

 トン
74.0% 90.0% 

166 千トン

（69 千トン）

現状の親魚量

水準の維持 
(Fmed)* 

F=0.381 
(2.07 

Fcurrent) 

23.4
％

81 千トン 
～   

674 千トン

383 千

 トン
38.6% 66.8% 

386 千トン

（160 千トン）

上記に予防的

措置をとる  
(0.8Fmed)*   

F=0.304 
(1.66 

Fcurrent) 

19.4
％

92 千トン 
～   

608 千トン

338 千

 トン
50.2% 76.7% 

320 千トン

（132 千トン）

コメント 
・ 現状の漁獲圧は資源を悪化させる状況にないと判断される。 
・ 漁獲量は不安定に推移しており、資源量は短期的に変動すると推測される。 
・ 2012 年 ABC の（ ）内は我が国 EEZ 内の漁獲量。 
・ ABC 算定のための基本規則 1-1)-(1)を用いた。 
・ 海洋環境によって資源動向が変化する兆候（水温、産卵場の変化）が観察された

場合は、加入量予測に用いる再生産関係およびBlimit等の値を変更する必要が

ある。 
・ 平成 23 年に設定された中期的管理方針では、「高、中位にある資源が海洋環境の変化

により大幅減少に転じる可能性があることから、資源動向の把握に努めつつ、海洋環境

条件に応じた資源水準の維持を基本方向として管理を行う。資源水準の変動に際しては、
関係漁業者の経営に影響が大きくなりすぎないように配慮を行うものとする。」こととしてお

り、当方針に合致するのは＊である。 

 

現状の漁獲圧を示す Fcurrent は直近 3 年間（2008～2010 年）の平均の F である。Fmed

は、1990～2011 年の再生産成功率 (RPS)の中央値に基づいて算定。将来漁獲量並びに

評価値は、1990 年以降の RPS を無作為抽出するシミュレーション（1000 回試行）により算

出した。将来漁獲量の範囲は 80%区間を示す。表中の現状親魚量は 2011 年の親魚量

（617 千トン）、将来漁獲量の 5 年後は 2016 年、5 年平均は 2012～2016 年の平均値であ

る。我が国 EEZ 内の漁獲量は、2006～2010 年の全漁獲量に対する我が国 EEZ における

漁獲量の平均割合 (0.414)から算出。 
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（4）ABCの再評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2010年及び2011年のABCを、本評価による資源量等の値を用いて再計算を行っ

た。管理基準値 (Fmed)は2011年のデータ追加により、0.387から0.381に低下した。

また、2010年度の資源評価では、2011年の資源量を128.7万トンと予測したが、2011

年の調査結果では2011年の資源量は135.1万トンと推定された。管理基準値および

2011年資源量の再評価によって、2011年のABC（2011年再評価値=31.7万トン）は

2011年当初値（2010年度資源評価値=30.6万トン）の104%となった。  

 

6. ABC以外の管理方策への提言 

スルメイカの資源量は中長期的および短期的な海洋環境の変化によって変動す

る（Okutani and Watanabe 1983；村田・新谷  1977；Sakurai et al. 2000；木所  2009）。

そのため、海洋環境や幼生の分布状況のモニタリング調査（補足資料3）を継続し、

中長期的な資源動向を把握すると共に、資源動向が変化する兆候（水温、産卵場

の変化）が観察された場合は、管理基準値を変更する等をして対応する必要があ

る。特に、2000年以降、資源量水準やRPSの低下が見られており、今後の加入動

向には留意する必要がある。  

また、スルメイカは単年生の生物資源であり、毎年漁獲対象資源が更新する。

そのため、再生産関係から予測した資源量に対して実際に加入した資源量が少な

い場合、設定したABCは過大となる。したがって、各発育段階における調査結果

（補足資料3）を用いて予測資源量と実際の資源状況を逐次把握すると共に、予想

値と大きく異なっていた場合は速やかに対応を検討することも重要である。  

最後に、本系群は韓国をはじめとする日本の周辺諸国によっても漁獲されるこ

とから、資源の評価・管理に当たっては各国間の協力が必要である。  

昨年度評価以降追加

されたデータセット

2010年漁獲量確定値

2011年資源量確定値

修正・更新された数値

2010年漁獲量の確定、管理基準値(Fmed)の更新

2011年資源量の確定、管理基準値(Fmed)の更新

評価対象年

(当初・再評価) 管理基準 F値
資源量

（千トン）

ABClimit
（千トン）

ABCtarget
（千トン）

漁獲量
(千トン)

2010年（当初） Fmed 0.418 1,462
370

(161)
308

（134）

2010年（2010年再評価） Fmed 0.387 1,188
282

(121)
234

(101)

2010年（2011年再評価） Fmed 0.381 1,188
278

(109)
231
(90)

160
(62)

2011年（当初） Fmed 0.387 1,287
306

(131)
254

（109）

2011年（2011年再評価） Fmed 0.381 1,351
317

(131)
263

(109)

2010年、2011年とも、TAC設定の根拠となったシナリオについて行った。

（ ）内は我が国EEZ内の漁獲量。
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補足資料2 資源計算方法 

 

1) 資源量の推定方法 

スルメイカ秋季発生系群の資源尾数 (Nt)は、漁場一斉調査結果（補足資料3）よ

り得られる資源量指数 (Ut)を基に以下の方法で求めた。なお、資源量推定の際の漁

獲過程および生物情報（成長、自然死亡係数）は以下のとおりとした。 

漁獲過程：スルメイカは概ね孵化後6ヶ月以降に加入し、寿命とされる1年（孵

化後12ヶ月）までの6ヶ月間漁獲対象になるものの、漁獲加入直後の小型個体およ

び産卵直前の個体は漁獲対象となりにくい。そこで、資源計算にあたっては、対

象期間の中間にあたる孵化後9ヶ月時に全て漁獲されると仮定した。  

生物情報：漁獲過程に合わせて、漁獲時の体重は成長様式（図2）をもとにふ化

後9ヶ月の280ｇとした。なお、漁獲割合（漁獲量／資源量）の計算を考慮し、便

宜的に加入時、産卵時の体重も漁獲時と同じ280gとして計算した。スルメイカの

自然死亡係数は、これまでバイオマス解析（月あたり0.431、安達1988）、標識放

流調査（町中ら1980）による推定が試みられているが、かなり過大に推定されて

いる可能性がある。そこで、月当たりの自然死亡係数0.1（加入後6ヶ月で0.6）を

仮定値として用いた。  

スルメイカ秋季発生系群の資源尾数 (Nt)は、漁場一斉調査結果（補足資料3-1）

より得られる資源量指数 (Ut)から以下のように計算した。  

 

                                      (2-1) 

ここでNt は t年の資源尾数（億尾）、Utは t年の資源量指数、資源量指数に比例

定数 (q)をかけることで、資源尾数 (Nt)が計算される。さらに、１尾あたりの体重

（280g）をかけると、資源量（Bt）となる。  

 

2）資源量推定に用いた比例定数の推定方法  

与える比例定数qによって資源量は変化する。そのため、式2-2で計算される各年

の漁獲係数 (Ft)もqによって変化する（Ctは t年における漁獲尾数）。ここでは、q

は式2-2によって計算される漁獲係数 (Ft)の平均値（1979～2000年）が、別途推定

した1979～2000年の平均的な漁獲係数 (F*)と同じになる値として算出した（式2-3）。 

 

(2-2) 

 

 

 

(2-3) 

(t=1979～2000、n=12) 

なお、ここで用いた平均的な漁獲係数 (F*)は次項の方法で推定した1979～2000

年の平均的な全減少係数 (Z*)から自然死亡係数 (M)を差し引いて計算した。  
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資源量指数

(尾数)

資源尾数

(億尾)

漁獲量

（万トン）

資源量

（万トン）

親魚尾数

(億尾）

親魚量

（万トン）

漁獲割合

（％）

漁獲係数

（F値）

再生産

成功率

（RPS）

1979 13.32 38.73 18.98 108.4 16.23 45.45 17.5 0.270

1980 16.20 47.10 21.49 131.9 20.16 56.45 16.3 0.248 2.90

1981 9.59 27.87 16.73 78.0 10.87 30.43 21.4 0.342 1.38

1982 6.54 19.02 16.85 53.3 5.98 16.75 31.6 0.557 1.75

1983 7.28 21.15 16.19 59.2 7.33 20.51 27.3 0.460 3.54

1984 8.82 25.63 13.90 71.8 10.39 29.09 19.4 0.303 3.50

1985 4.36 12.66 13.55 35.5 3.37 9.42 38.2 0.725 1.22

1986 2.76 8.01 7.71 22.4 2.36 6.60 34.4 0.624 2.38

1987 6.18 17.97 18.09 50.3 5.07 14.20 36.0 0.665 7.62

1988 5.09 14.81 14.52 41.5 4.29 12.00 35.0 0.640 2.92

1989 6.04 17.57 18.69 49.2 4.70 13.15 38.0 0.719 4.10

1990 7.58 22.02 17.94 61.7 7.34 20.55 29.1 0.499 4.69

1991 8.29 24.11 19.41 67.5 8.10 22.67 28.7 0.491 3.28

1992 11.46 33.33 22.89 93.3 12.24 34.26 24.5 0.402 4.12

1993 12.00 34.89 28.54 97.7 11.60 32.47 29.2 0.501 2.85

1994 15.08 43.85 26.28 122.8 17.11 47.92 21.4 0.341 3.78

1995 15.80 45.92 25.22 128.6 18.53 51.89 19.6 0.308 2.68

1996 14.64 42.58 31.74 119.2 14.97 41.91 26.6 0.445 2.30

1997 21.70 63.08 27.75 176.6 27.28 76.38 15.7 0.238 4.21

1998 8.46 24.60 20.95 68.9 7.96 22.28 30.4 0.529 0.90

1999 18.46 53.66 30.99 150.2 21.25 59.50 20.6 0.326 6.74

2000 23.01 66.89 26.23 187.3 29.77 83.36 14.0 0.210 3.15

2001 21.68 63.04 26.85 176.5 27.49 76.97 15.2 0.230 2.12

2002 25.04 72.81 29.24 203.9 32.22 90.22 14.3 0.215 2.65

2003 16.88 49.06 28.21 137.4 19.46 54.49 20.5 0.325 1.52

2004 12.07 35.09 22.12 98.2 13.40 37.53 22.5 0.362 1.80

2005 16.24 47.21 22.48 132.2 19.96 55.89 17.0 0.261 3.52

2006 15.80 45.94 23.63 128.6 18.96 53.09 18.4 0.285 2.30

2007 11.18 32.49 15.55 91.0 13.72 38.41 17.1 0.262 1.71

2008 21.06 61.22 18.68 171.4 28.66 80.24 10.9 0.159 4.46

2009 18.24 53.04 19.18 148.5 24.03 67.29 12.9 0.192 1.85

2010 14.59 42.42 15.95 118.8 19.06 53.36 13.4 0.200 1.77

2011 16.59 48.24 135.1 2.53

補足表2 スルメイカ秋季発生系群の資源個体数、資源量、親魚尾数、親魚量、漁

獲割合、漁獲係数および再生産成功率  
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補足資料4 加入量の不確実性を考慮したシミュレーション 

 

資源尾数(Nt)は(4-1)式より、前年の親魚尾数(St-1)に再生産成功指数(RPS)をかけて計算し

た。ただし、親魚尾数(St-1)が、27.1 億尾（=資源尾数の過去の最大値／RPSmed）を超えた

場合は 27.1 億尾として、式(4-1)より翌年の資源尾数を計算した。 

 

(4-1) 

 

ここで、RPSは、1990年以降の値が同じ確率で発生するものとした。 

 

親魚尾数 (St)および漁獲量 (Yt)は資源尾数と漁獲係数 (Ft)および自然死亡係数

（Mt=0.6で一定）から (4-2)式および (4-3)式で求めた。  

 

(4-2) 

 

 

(4-3) 

 

 

ただし、2011年の親魚尾数 (=S2011)は、2011年の資源尾数と直近3年平均のFより求

めた値（22.0億尾）を用いた。wは280gとした。  

 

また、スルメイカの漁獲制御方法として、親魚量 (SSBt-1)がBlimit（39.7万トン）

を下回った場合、管理基準となる漁獲係数（F）に削減係数 βを掛けた漁獲係数

(Ft=βF)を用いた。βは前年の親魚量 (SSBt-1＝St-1・w)をもとに式4-4で計算した。  

 

(4-4) 

                                   

 

シミュレーションは2012年から2021年までの10年間の変化を1000回反復して計算

した。  
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